
１ テーマ  『やましく、かしこく、たくましい 山手っ子』 

      ～「人・もの・こと」とのかかわりを通して～ 

 

２ 目 的 
山手小学校は、烏帽子岳を背後に有するやや高台の閑静な環境にあります。その一方

で、佐世保市中央部に位置しており、公的施設や商業施設等が近くにあります。地域の方々

や保護者は教育に関する意識が高く、学校教育に対しても大変協力的です。 

  

本校教育目標（めざす児童像）は、「心豊かな子ども」「自ら学ぶ子ども」「たくましい子ども」

です。この具現化に向けて、「特色ある学校づくり」を以下の３点で行っていきました。 

 

１  「心豊かな子ども」の育成 

地域のさまざまな「人・もの・こと」との出会いを通して、たくさんの方々に支えられている

自分達を実感し、それらに感謝する心を育てる場を設けます。 

２  「自ら学ぶ子ども」の育成 

児童の実態を客観的に把握し、その課題に応じた適切な指導を行います。そして、毎

日の授業では、児童相互の学び合い活動を通して、自ら考え、判断し、追求することの

できるような授業改善を行います。 

３ 「たくましい子ども」の育成 

学校だけでなく校外にも出て、他者との関わりの中で自分を表現できる場を設け、探

求的な見方・考え方を働かせ、横断的・総合的な学習を行うことを通して、自分達の身の

回りの社会に主体的にかかわっていく態度を養っていきます。 
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３ 実践内容（主な取組） 

 （１）授業改善による学力充実の推進 

   

   

 

 

 

 

授業研究の様子           社会科見学 取材活動 

 

（２）花いっぱい・あいさつ運動の推進 

     

 

 

 

 

 

 

 

 松浦町交差点付近の花壇定植         感謝を伝えよう集会 

昨年度まで佐世保市教育委員会指定授業改善研究校として、児童の学力向上を

目指して研究に取り組み、本年度も「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授

業改善」と「学び合い活動の仕組み方の工夫」の２本柱で研究を進めてきました。ま

た、朝の時間に行っている「チャレンジタイム」や国語・算数の授業において、学力テス

トの結果による課題を焦点化した問題を取り入れ、身につけるべき力を明確にした授

業を展開しました。そうすることで、学力の定着と学習に対する意欲が確かに感じられ

るようになりました。 

また、総合的な学習の時間の充実にも力を入れ、各学年様々な実践を行いました。

特に３年生は、自分達が住む「山手地区」や佐世保市のことを、学校だけでなく地域

に出かけて取材し、まとめることができました。調べた内容をグループごとにまとめ、授

業参観でしっかりと発表することができました。 

３年生が佐世保市の「美し化佐世保プロジェクト」に参加しました。夏にはマリーゴー

ルドやジニア、冬にはパンジーやノースポールを種から育て、２００ポットの花を３ヶ月ほ

ど育成し、松浦町国道沿いに７月、１２月と定植に行きました。また、１月には、毎日登

校を見守ってくださっている地域の方々を学校にお招きし、日頃の感謝を伝えようと集

会を行いました。子供たちの自発的な計画で、ゲームや感謝状贈呈などを行い、日頃

から取り組んでいる「あいさつ」に、もっとがんばろうという意欲が高まりました。 



（３）地域に密着した教育活動の推進 
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地区別集団下校（６月・１０月・１月）     山手まつり（１１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域の方々・保護者も一緒に集団下校」を年に３回実施したことは、児童の登下

校の安心安全を高めるとともに、みんなで地域の子どもを育てようという意識の高揚に

つながりました。 

また、６月の「心を見つめる強調月間」では学校公開週間を設定し、１１月には、地

域との連携を深め、「山手まつり」と「地区別懇談会」を土曜参観として実施しました。

保護者や地域の方々にも多数来校していただき、教育活動の公開にも努めました。 

「グループホームサクラ」訪問 

６年生は、総合的な学習の時間を活用し、

校区内にある老人保健福祉施設「グループホ

ームさくら」を訪問し、交流を深めています。 

今年度も２度訪問し、お年寄りの方とお話を

したり、昔遊びをしたりして交流を深め、「思い

やりの心」や「やさしい心」を育てました。 

○保幼小連携交流②  

５年生は「桜の聖母幼稚園」を訪問し、一緒

に遊んだり世話をしたりする活動を通して、相

手意識をもち、立場を考えて行動することの大

切さを考えました。そして、入学してくる１年生

のことを考えて、最高学年へ向けての意識を

高めました。 

 

○保幼小連携交流①  

１年生は、校区内の幼稚園や保育園の園児と

交流を深めました。交流会では、園児を玄関

で迎えた後、体育館で人数集めゲームやじゃ

んけんゲームをして仲良くなりました。１年生

は、園児との遊びや活動を通して、お兄さん

お姉さんらしさを発揮しました。 



（４）ゲストティーチャーによる教育活動の推進 
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歯の健康教室             高齢者模擬体験講座 

 

（５）栽培体験・食育教育の推進 

   PTA 母の会主催 給食試食会 

 

（６）学校ボランティア活用の推進 

 

山手小学校では、外部講師による授業を行っています。今年度も、小中連携事業とし

て、助産師による「いのちの授業」、臨床心理士による「思春期講話」を開催しました。

また、学校歯科校医による「歯の健康教室」、高齢者模擬体験講座を４年生児童対象

に開催しました。 

山手小学校では、敷地内にあるたくさん

の学校園・学級園に四季折々の草花を栽

培しています。また、２年生は、生活科で、ミ

ニトマトやキュウリ、ピーマンや大根など、各

種野菜を季節に応じて栽培しています。 

また、PTA とも協力し、給食試食会も開

催することができ、食育教育に対しても積極

的に取り組むことができました。 

月に１度、図書ボランティアの皆さんにより、

昼休みに読み語りが行われています。大型絵

本や紙芝居なども取り入れるなど、工夫し選

書をしてくださるので、低学年の児童を中心

に、毎月４０人以上のたくさんの児童が集まっ

てきます。校長もスペシャルゲストとして、読み

語りに参加しました。手作りのしおりやカードを

プレゼントしてくださり、高学年の児童も参加

しています。 

 


